
家を災害から
復旧させるため

早
急
にを

実
施
し
て
く
だ
さ
い！
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に
一
度
と
い
う
降
水
量
に
よ

り
各
地
で
浸
水
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
十
日
午
前
一
〇
時
二
〇
分

ま
で
の
二
四
時
間
の
降
水
量

は
、
栃
木
県
内
の
複
数
の
地

点
で
観
測
史
上
一
位
の
記
録

を
更
新
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
茨
城
県
内
を
流

れ
る
鬼
怒
川
が
、
常
総
市
や

筑
西
市
の
数
カ
所
で
堤
防
か

ら
川
の
水
が
あ
ふ
れ
る
越
水

を
起
こ
し
、
甚
大
な
被
害
を

周
辺
に
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
の
復
旧
作

業
に
お
い
て
、
忘
れ
て
な
ら

ビュークリーンウォールで防腐・防菌塗装を！
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吉
田
松
陰
に
よ
れ
ば
、

立
派
な
人
は
何
事
に
お
い

て
も
道
理
に
あ
う
か
ど
う

か
を
考
え
て
か
ら
行
動
に

移
し
、
つ
ま
ら
な
い
人
は

何
事
で
も
得
す
る
か
ど
う

か
を
考
え
て
か
ら
行
動
に

移
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
義
は
利
の
本

な
り
、
利
は
義
の
和
な

り
」「
利
に
放
り
て
行
え
ば

怨
み
多
し
」
と
も
言
わ
れ
、

「
天
は
義
を
欲
し
、
不
義

を
憎
む
。
義
あ
ら
ば
進
歩

あ
り
富
む
が
、

義
な
く
ば
貧

す
る
。
義
あ

ら
ば
平
和
な

る
も
、
義
な

く
ば
乱
れ
滅
び
る
」
と
、

古
来
よ
り
様
々
な
言
葉
で
、

道
理
と
損
得
の
関
係
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
損
得
勘
定

に
敏
感
で
あ
る
こ
と
は
、

経
営
哲
学
の
上
で
は
立
派

な
こ
と
で
す
。

　
企
業
は
、
営
利
を
目
的

と
し
て
、
黒
字
経
営
を
持

続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
赤
字
が
続
け
ば
、

当
然
の
結
果
と
し
て
、
倒

産
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　
先
輩
経
営
者
か
ら
、
利

益
無
き
理
念
は
罪
悪
で
あ

る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
い
く
ら
、
立
派

な
経
営
理
念
や
、
ご
高
説

を
述
べ
て
も
、
会
社
が
赤

字
続
き
で
は
、
そ
の
経
営

理
念
は
、
結
果
と
し
て
嘘

に
な
り
、
偽
り
の
経
営
を

実
現
さ
せ
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

　
経
営
す
る
立
場
と
し
て
、

そ
れ
は
ま
さ
に
、
本
当
に

罪
悪
で
あ
り
、
絶
対
に
避

け
た
い
こ
と
で
す
。

　
経
営
者
と
し
て
正
し
い

行
動
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
黒
字
経
営
を
持
続
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

　
ま
さ
に
、
経
営
者
と
し

て
最
優
先
事
項
な
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
や
は
り
道

理
が
必
要
で
す
。
そ
の
道

理
に
あ
っ
た
経
営
を
す
る

こ
と
は
、
人
と
し
て
必
要

不
可
欠
な
こ
と
で
す
。

　
躍
進
に
お
け
る
「
利
益

を
上
げ
る
目
的
三
カ
条
」

は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、�

社
員
生
活
の
向
上
を

図
る
た
め
の
「
分
配
」

を
実
施
す
る
た
め
。

二
、�

会
社
存
続
に
必
要
な

費
用
と
開
発
費
を
確

保
す
る
た
め
。

三
、�

正
し
く
納
税
す
る
た

め
。

　
き
ち
ん
と
税
金
を
納
め

て
い
る
会
社
は
、
自
ず
と

社
員
に
適
切
な
「
分
配
」

を
行
い
、

会
社
を
運

営
す
る
た

め
の
原
資

を
確
保
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
道
理
が
確
保
さ
れ
る

の
で
す
。

　
道
理
を
も
っ
て
利
益
を

上
げ
る
仕
事
を
す
る
こ
と

は
、
最
も
意
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
共
通
の
認
識

と
行
動
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
、
日
々

の
仕
事
に
臨
み
、
未
来
を

見
つ
め
ま
し
ょ
う
。

　
九
月
十
日
、
台
風
一
八
号

か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
の
影

響
で
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、

埼
玉
県
を
中
心
に
、
数
十
年

な
い
の
が
、
防
菌
・
防
蟻
・

防
腐
処
理
で
す
。

　
生
活
空
間
で
あ
る
床
上
に

は
、
清
掃
の
後
、
防
菌
処
理

を
し
ま
す
が
、
床
下
に
ま
で

後
処
理
が
及
ば
な
い
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
汚
泥
を
排
出
し
清
掃
し
て

も
、
湿
気
や
様
々
な
菌
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
で
、

シ
ロ
ア
リ
や
腐
朽
菌
を
発
生

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
特
に
、
不
要
な
水
分
だ
け

で
な
く
不
十
分
な
処
理
が
原

因
で
、
腐
朽
菌
を
繁
殖
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
腐
朽

菌
は
、
土
台
な
ど
の
木
材
の

主
成
分
で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス

や
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
を

分
解
し
て
、
木
材
を
多
孔
質

に
変
化
さ
せ
強
度
を
下
げ
る

の
で
す
。

　
床
下
・
床
上
浸
水
の
後
処

理
を
は
じ
め
、
適
切
な
防
菌

・
防
蟻
・
防
腐
処
理
は
躍
進

に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
お

電
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

様
々
な
後
処
理
が

家
を
長
持
ち
さ
せ
る

水
害
は
そ
の
後
の
処
理
が
肝
心
で
す（
資
料
画
像
）
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一
面
で
も
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、
水
害
の
後

処
理
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
屋
内
や
床
下
だ

け
、
適
切
な
後
処
理
を
す
れ

ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
や
は
り
外
壁
に
も
塗
り

替
え
や
、
そ
の
後
の
水
害
に

備
え
た
処
置
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
る
と
、

躯
体
が
腐
食
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
水
害
に
至
ら
な
く
て
も
、

以
下
の
影
響
で
家
の
劣
化
は

ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。

①
雨
・
雪
・
湿
気

　
建
物
に
水
が
侵
入
す
る
と

内
側
か
ら
腐
食
し
ま
す
。

②
Ｃ
Ｏ
２

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
モ
ル
タ

ル
の
寿
命
を
縮
め
ま
す
。

③
熱

　
厳
し
い
温
度
変
化
は
、
結

露
を
引
き
起
こ
し
建
物
を
腐

食
さ
せ
ま
す
。

④
汚
れ
・
カ
ビ
・
こ
け

　
美
観
を
損
ね
、
人
体
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
建
物
の
腐
食
を
促
進
さ

せ
寿
命
を
縮
め
ま
す
。

⑤
紫
外
線

　
紫
外
線
は
建
物
に
と
っ
て

最
大
の
敵
。
直
接
さ
ら
さ
れ

続
け
る
と
、
建
物
が
劣
化
し

寿
命
を
縮
め
ま
す
。

　
外
壁
の
塗
り
替
え
時
を
示

す
兆
候
と
し
て
以
下
の
よ
う

な
現
象
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①�

外
壁
を
手
で
こ
す
る
と
手

に
粉
が
付
い
て
く
る

　
こ
れ
は
チ
ョ
ー
キ
ン
グ
と

い
っ
て
壁
や
塗
装
面
に
触
っ

た
と
き
、
手
に
白
い
粉
が
付

く
状
態
。
強
力
な
紫
外
線
が

塗
装
を
傷
つ
け
る
た
め
に
起

こ
り
ま
す（
写
真
左
上
参
照
）。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
防

水
機
能
を
維
持
で
き
て
お
ら

ず
、
塗
装
の
寿
命
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

②
外
壁
の
汚
れ
が
目
立
つ

　
外
壁
の
汚
れ
の
な
か
で
も

多
い
の
が
、コ
ケ
・
藻
・
カ
ビ
。

　
こ
れ
ら
の
育
成
条
件
は
お

お
よ
そ
ph
中
性
域
及
び
適
度

な
陽
光
・
温
度
（
二
五
～
三

〇
℃
）
と
湿
気
が
あ
る
条
件

の
も
と
で
発
生
す
る
も
の
で

す
。

　
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な

く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染
症
を

引
き
起
こ
す
等
の
健
康
に
関

わ
る
問
題
に
も
な
り
ま
す
。

③
塗
膜
が
剥
が
れ
て
い
る

　
こ
の
剥
が
れ
た
部
分
か
ら
、

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
や
水
が
浸

入
し
て
し
ま
い
、
内
部
を
痛

め
て
し
ま
い
ま
す
。

④�

外
壁
に
ひ
び
割
れ
が
入
っ

て
い
る

　
外
壁
に
走
っ
た
ク
ラ
ッ
ク

を
放
っ
て
お
く
と
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
や
水
分（
雨
水
等
）

の
浸
入
に
よ
り 

外
壁
塗
膜

や
内
部
を
浸
食
し
、
建
物
が

早
く
傷
み
ま
す
。
早
め
の
処

置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
も
し
こ
れ
ら
の
症
状
が
一

つ
で
も
あ
て
は
ま
っ
た
ら
、

そ
れ
は
塗
り
替
え
の
時
期
が

き
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

　
躍
進
で
は
、
高
弾
性
の
つ

や
消
し
塗
料
『
ビ
ュ
ー
ク
リ

ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
』
を
お
薦
め

し
て
お
り
ま
す
（
写
真
左
下

三
枚
参
照
）。

　
柔
ら
か
い
の
に
汚
れ
に
く

く
、
塗
膜
表
層
に
ナ
ノ
ビ
ー

ズ
が
配
列
さ
れ
汚
れ
を
ガ
ー

ド
。
さ
ら
に
表
層
は
ラ
ジ
カ

ル
架
橋
に
よ
っ
て
汚
れ
を
跳

ね
返
す
強
靭
な
鎧
と
な
っ
て

お
り
、
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
が
不

要
な
の
で
す
。

　
家
の
長
持
ち
の
最
大
の
秘

訣
は
な
ん
と
い
っ
て
も
適
切

な
防
腐
・
防
菌
塗
装
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
躍
進
ま
で

お
気
軽
に
。

外
壁
に
こ
ん
な
サ
イ
ン

が
出
た
ら
要
注
意

様
々
な
自
然
現
象
が

建
物
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る

塗装サンプルを曲げても
（写真左および下）一切ク
ラックが入らない優れた
弾性を誇る。
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ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

事
・
研
究
所
長
が
就
任
し
ま

し
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
七
月
に

公
表
さ
れ
て
い
る
長
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
、
電

源
構
成
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
を
二
二
か
ら
二

四
％
に
す
る
と
い
う
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
省

委
員
会
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ご
と
の
特
性
や
導
入
の
実
態

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
仕
組
み
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
際
、
国
民

負
担
の
抑
制
と
い
う
観
点
や

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
あ
わ

せ
て
効
率
的
な
電
力
取
引
・

流
通
の
実
現
に
つ
い
て
も
関

連
し
て
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

　
初
回
の
議
論
で
は
、
国
民

な
ど
受
給
者
の
負
担
へ
の
配

慮
に
関
す
る
発
言
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
産
業
界
か
ら

は
、
震
災
後
、
電
力
コ
ス
ト

が
四
割
上
昇
し
た
と
い
う
デ

ー
タ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
コ

ス
ト
上
昇
が
事
業
継
続
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と

報
告
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
自
由
化
さ
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
、
需
要
家

が
求
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伸

ば
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み

に
し
て
い
く
べ
き
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

％
を
超
え
る
場
合
は
性
能
基

準
よ
り
も
甘
く
な
る
ケ
ー
ス

も
考
え
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
、

ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と

か
ら
規
定
の
窓
を
使
う
こ
と

で
「
適
合
」
と
す
る
考
え
と

な
り
ま
す
。

　
新
し
い
基
準
の
う
ち
、
二

〇
一
六
年
四
月
施
行
予
定
の

省
令
・
告
示
分
（
基
本
方
針
、

性
能
向
上
計
画
認
定
・
容
積

率
特
例
制
度
、
表
示
制
度
な

ど
）に
つ
い
て
は
、十
月
ご
ろ

一
般
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

最
終
的
な
調
整
の
の
ち
年
内

の
公
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
二
〇
一
六
年
一
月

頃
か
ら
建
築
物
省
エ
ネ
法
第

一
弾
施
行
に
関
す
る
講
習
会

を
行
う
予
定
で
す
。

　
経
済
産
業
省
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
導
入

に
向
け
、
固
定
価
格
買
取
制

度
を
含
め
た
制
度
改
革
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
九
月
十

一
日
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
基
本
政
策
分
科
会
の
下

に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

関
連
制
度
改
革
小
委
員
会
の

初
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
長
は
山
地
憲
治
・
地
球

環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
理

　
国
土
交
通
省
は
九
月
九
日
、

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
制
度
の

活
用
方
法
な
ど
を
検
討
す
る

「
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
制
度

の
新
た
な
展
開
に
向
け
た
研

究
委
員
会
」
の
初
会
合
を
開

き
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
を
使
っ
た
中

古
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

の
活
性
化
や
、
事
故
物
件
情

報
の
収
集
・
分
析
に
よ
る
事

故
抑
制
と
技
術
向
上
へ
の
活

用
の
仕
方
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、イ
ン
ス
ペ
ク
シ

ョ
ン（
建
物
検
査
）の
結
果
や

住
宅
履
歴
情
報
を
中
古
住
宅

の
流
通
活
性
化
に
生
か
す
方

法
な
ど
も
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
住
宅
市
場
で
は
、
新
築
需

要
の
減
少
を
中
古
住
宅
の
流

通
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
ま

か
な
う
方
向
性
が
模
索
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
現
状
で
は
、

既
存
住
宅
が
市
場
で
適
正
に

評
価
さ
れ
る
た
め
に
、
宅
建

業
者
や
金
融
機
関
と
の
連
携

を
図
る
仕
組
み
と
し
て
、
例

え
ば
保
険
を
使
う
こ
と
で
パ

ー
ト
ナ
ー
が
安
心
し
て
市
場

に
参
加
で
き
る
な
ど
の
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
防
災
性
向
上
や
安
全
対
策

に
資
す
る
技
術
開
発
で
は
、

間
伐
材
を
活
用
し
た
倒
壊
防

止
型
一
部
屋
耐
震
補
強
工
法

や
住
宅
用
基
礎
梁
の
開
口
部

補
強
構
造
に
関
す
る
技
術
開

発
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
は
九
月
十
五

日
、
省
Ｃ
Ｏ
２
化
を
進
め
る

優
れ
た
先
導
的
な
住
宅
・
建

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物

等
先
導
事
業
（
省
Ｃ
Ｏ
２
先

導
型
）」の
今
年
度
第
二
回
の

提
案
公
募
を
開
始
し
ま
し
た
。

募
集
期
間
は
十
月
二
十
六
日

ま
で
。
採
択
事
業
の
公
表
は

十
二
月
下
旬
か
ら
来
年
年
一

月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　
対
象
事
業
は
、
住
宅
・
建

築
物
の
新
築
、
既
存
の
住
宅

・
建
築
物
の
改
修
、
省
Ｃ
Ｏ

２
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
整
備
、
省
Ｃ
Ｏ
２
に
関

す
る
技
術
の
検
証
。
補
助
額

は
対
象
費
用
の
二
分
の
一
以

内
。
補
助
額
の
上
限
は
戸
建

て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
原
則
、

一
戸
あ
た
り
三
〇
〇
万
円
と

な
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
は
九
月
十
六

日
、
新
し
い
技
術
の
開
発
を

支
援
す
る
「
住
宅
・
建
築
物

技
術
高
度
化
事
業
」
の
採
択

提
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
環

境
対
策
や
健
康
向
上
に
資
す

る
技
術
開
発
七
件
、
ス
ト
ッ

ク
活
用
、
長
寿
命
化
対
策
に

資
す
る
技
術
開
発
四
件
、
防

災
性
向
上
や
安
全
対
策
に
資

す
る
技
術
開
発
一
二
件
の
計

二
三
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
環
境
対
策
や
健
康
向
上
に

資
す
る
技
術
開
発
で
は
、
モ

ル
タ
ル
に
よ
る
断
熱
工
法
や

高
機
能
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た

ガ
ラ
ス
複
合
体
の
開
発
・
評

価
、
木
製
ク
ワ
ト
ロ
サ
ッ
シ

の
開
発
と
ロ
ー
コ
ス
ト
エ
コ

ハ
ウ
ス
へ
の
適
応
技
術
開
発

な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ス
ト
ッ
ク
活
用
、
長
寿
命

化
対
策
に
資
す
る
技
術
開
発

で
は
、
木
造
陸
屋
根
及
び
木

造
ル
ー
フ
バ
ル
コ
ニ
ー
に
お

け
る
耐
久
性
向
上
の
た
め
の

技
術
開
発
な
ど
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
九
月
十
一
日
、
「
建
築

物
省
エ
ネ
法
」
の
新
し
い
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
を
検
討
す

る
合
同
有
識
者
会
議
を
開
催
。

そ
の
場
で
基
準
の
素
案
を
示

し
ま
し
た
。

　
新
し
い
基
準
の
ベ
ー
ス
は

現
行
の
「
平
成
二
十
五
年
基

準
」
で
す
が
、
現
行
基
準
で

規
定
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
仕

様
基
準
の
開
口
部
比
率
の
制

限
に
つ
い
て
は
、
開
口
部
の

熱
貫
流
率
が
一
定
以
上
の
場

合
は
開
口
部
比
率
の
制
限
を

な
く
す
具
体
的
な
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
開

口
部
比
率
の
計
算
も
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
新
た
に
設
け
ら
れ
る
最
も

厳
し
い
区
分
に
適
用
さ
れ
る

開
口
部
の
熱
貫
流
率
基
準
は

一
か
ら
三
地
域
が
一
・
六
〇

Ｗ
／
㎡
Ｋ
、
四
地
域
が
二
・

三
三
Ｗ
／
㎡
Ｋ
、
五
か
ら
七

地
域
が
三
・
四
九
Ｗ
／
㎡
Ｋ

と
い
う
も
の
で
す
。

　
開
口
部
比
率
が
一
か
ら
三

地
域
で
一
四
％
を
超
え
る
場

合
や
四
か
ら
七
地
域
で
一
五

リフォームの理由、「設備や機器の一新」が1位に
　「ORICON STYLE」を運営するOricon Me（東
京都港区）は、20代から40代の持ち家に住む既婚
者を対象に、リノベーションやリフォームを実施した
ことがある経験者200名と、現在検討中の希望者
300名を対象に「住宅リノベーション/リフォームに
関する意識実態調査」を実施しました。
　リノベーションやリフォームをしたいと思った理由
は、「設備や機器を一新したかったから」が1位とな
り、機能面を重視することが今のトレンドであると分
かりました。
　また、リフォームしたい場所の1位はキッチンで、時
短や効率性といった使い勝手のよさを求める姿勢が
鮮明となりました。リノベーションやリフォームの経
験者の95．5％が「リフォームやリノベーションをして
よかった」と回答しています。

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築

物
等
先
導
事
業
」
支
援

対
象
住
宅
を
募
集
開
始

省
エ
ネ
基
準
検
討
会
　

住
宅
仕
様
基
準
で
開
口

部
比
率
の
制
限
撤
廃
案

再
エ
ネ
固
定
価
格
買
取

制
度
改
革
　
本
格
検
討

が
ス
タ
ー
ト

「
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行

制
度
の
新
た
な
展
開
に

向
け
た
研
究
委
員
会
」

が
初
会
合



株式会社
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各営業所：神奈川、埼玉、千葉、土浦、栃木、仙台

本　社

東　京
営業所

躍
進
で
は

数
々
の
商
品
を
常
時

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

工 事 事 業

プレカット事業
設 計 事 業
不 動 産 事 業

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社

防水　木材保存　外壁・屋根　塗装　地質調査・改良
基礎・スーパーエアドーム工法　建て方・大工
リニューアル・リフォーム　オール電化　太陽光発電
プレカット　建て方　大工工事
設計　商業施設　インテリアコーディネーター
不動産売買・仲介　不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）　
ファイナンシャルプランニング　コンサルティング業務（目的／資産価値の最大化／
相続対策／資産運用／事業承継対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー／不動産管理）

提 携 先
弁護士／公認会計士／税理
士／司法書士／ファイナン
シャルプランナー〈ＣＦＰ・ＡＦＰ〉

東北地区もエリアにおさめ

「百年企業」としての

機動力を確保！

営業所の所在地

株式会社
関連会社

株式会社
First Arrows（ファースト

アローズ）

ファーストアローズ

お気軽にお問い合わせ・ご相談下さい。

をクリックして下さい。躍進 検索

TEL.029-804-3388
FAX.029-804-3399

TEL.028-652-7307
FAX.028-652-7308

TEL.04-7162-7734
FAX.04-7162-7735

TEL.048-688-3388
FAX.048-680-7615

TEL.03-6804-2541
FAX.03-6804-2542

TEL.0466-41-3006
FAX.0466-41-3007

本社埼玉（営）

栃木（営）

TEL.022-781-3288
FAX.022-781-1066

仙台（営）

土浦（営）

神奈川（営）

千葉（営）
東京（営）

〒３３７―００４３ 埼玉県さいたま市見沼区中川１０６―１
K048―688―3388　N048―680―7615
〒107―0062 東京都港区南青山2―2―8 DFビル2F
K03―6804―2541　N03―6804―2542

豪雨対策の
基本は

豪雨対策の
基本は適切な防水！

水害で再認識した

2015 年（平成 27年）10月 1日（木） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

　
一
面
、
二
面
に
お
い
て
、

豪
雨
に
よ
る
被
害
と
そ
の
後

処
理
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
が
、
水
害
な
ど
に

至
る
レ
ア
ケ
ー
ス
だ
け
で
は

な
く
、
昨
今
の
夏
季
か
ら
秋

季
に
か
け
て
は
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

強
風
に
煽
ら
れ
て
軒
下
な
ど

に
雨
水
が
吹
き
込
む
こ
と
も

多
く
、
通
常
で
あ
れ
ば
濡
れ

る
こ
と
の
無
い
部
分
が
雨
水

に
浸
食
さ
れ
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
必
要
不
可
欠
な
の

が
、
適
切
な
防
水
処
理
で
す
。

　
躍
進
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
は
、

当
社
独
自
の
２
Ｐ
Ｌ
Ｙ
＋
ド

レ
ン
部
の
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
工
法
」
が
最
大
の
特
徴
。

創
業
以
来
五
万
棟
以
上
の
施

工
実
績
で
培
わ
れ
た
技
術
に

よ
り
、
漏
水
事
故
ゼ
ロ
件
の

信
頼
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
マ
ッ
ト
一
層
の
場

合
で
は
、
立
ち
上
が
り
の
塗

膜
不
足
や
入
隅
・
ジ
ョ
イ
ン

ト
部
分
の
動
き
が
大
き
い
場

合
に
不
安
が
残
り
ま
す
が
、

ガ
ラ
ス
マ
ッ
ト
二
層
に
中
塗

り
、
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
と
い
う

手
順
の
場
合
、
入
隅
部
が
四

層
に
な
る
た
め
安
心
で
す
。

　
ド
レ
ー
ン
部
分
に
は
、
前

述
の
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
工

法
」
を
採
用
し
、
躯
体
の
動

き
に
追
従
し
て
破
断
、
ひ
び

割
れ
、
剥
離
を
防
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
戸
建
て
の
バ
ル
コ

ニ
ー
に
対
す
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水

以
外
、
商
業
ビ
ル
や
集
合
住

宅
に
は
ウ
レ
タ
ン
、
シ
ー
ト

防
水
（
塩
ビ
・
ゴ
ム
）
を
用

い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ウ
レ
タ
ン
施
工

の
新
提
案
「
ウ
レ
タ
ン
ス
プ

レ
ー
シ
ス
テ
ム
」
は
、
無
溶

剤
タ
イ
プ
の
超
高
速
硬
化
型

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
と
専
用

の
ス
プ
レ
ー
マ
シ
ン
を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
吹
付
後
の

タ
ッ
ク
フ
リ
ー
が
三
～
一
〇

秒
、
歩
行
可
能
は
一
五
～
三

〇
分
を
誇
る
「
超
ス
ピ
ー
ド

施
工
」
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
定
期
点
検
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
戸
建
て
の
バ
ル

コ
ニ
ー
に
お
い
て
は
、
日
常

生
活
で
の
履
物
に
よ
る
ト
ッ

プ
コ
ー
ト
の
損
傷
や
、
ド
レ

ン
部
分
の
詰
ま
り
に
よ
る
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
な
ど
の
対
策

は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
は
一
〇
年
保

証
で
す
。
し
か
し
、
防
水
層

を
保
護
す
る
ト
ッ
プ
コ
ー
ト

の
塗
り
直
し
な
ど
を
し
な
い

と
、
防
水
効
果
が
薄
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
シ
ー
ト
防
水
の
場
合
、
特

に
多
い
の
が
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

部
分
の
剥
が
れ
が
で
す
。
風

雨
や
直
射
日
光
な
ど
に
よ
っ

て
、
シ
ー
ト
接
着
面
の
強
度

が
低
下
す
る
た
め
で
す
。

　
さ
ら
に
、
経
年
劣
化
に
よ

る
浮
き
、
膨
れ
、
シ
ワ
や
、

押
さ
え
金
物
や
他
の
部
材
な

ど
と
の
取
り
合
い
部
分
に
も

剥
が
れ
や
隙
間
、
材
料
の
収

縮
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

　
家
の
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、

適
切
な
防
水
処
理
と
定
期
点

検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
必
要

不
可
欠
。
雨
の
シ
ー
ズ
ン
を

過
ぎ
て
も
、
油
断
大
敵
で
す
。

躍
進
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
お
電
話
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

落
と
し
穴
が
た
く
さ
ん

➡
before

after

Ｆ
Ｒ
Ｐ
再
施
工


